
 

子どもたちのアクション例(一部抜粋) 

 

子どもたちからアクションの相談を受けるとき、最初からやりたいことや問題が明確にな

っていないことも多いです。 

あえて、「もやもや」することは何だろう？と感情的にも引っかかる要素を丁寧に聴き出し、

その子が課題に感じていることや取り組みたいことを一緒に形にしていっています。 

 

※学年は活動当時のものです。 

みんなの「もやもや」 スッキリへのアクション 

坂口くり果さん（小学 6 年生） 

親の暴力や虐待によって死んでしまう子どもがいる

ことをニュースで知って悲しい。子どもへの虐待を

減らすためには、親になる人たちが、子どもには子

どもの権利があることを知ることが大切だと思う。 

親になるともらう母子健康手帳に「子ど

もの権利」について載せてほしいと、区

長に提言。2019 年 4 月から区で配布す

る母子健康手帳には、「子どもの権利条

約」のことが目立つページに掲載される

ことになりました。 

波田野優さん (小学６年生) 

世界では貧しさのため、奴隷のように働かされる子

どもたちがたくさんいて、学校に行くことができて

いないことがわかり、なんとかしたいと思いまし

た。「児童労働をなくしたい！」 

児童労働の現状を調べて、そのことを学

校で発表したり、オンラインイベントを

したり、メディアに取り上げてもらっ

て、多くの人に伝えました。 

今川つかささん（中学 2 年生） 

「子どもの権利条約」について知ったとき、自分が

条約によって守られているという喜びを感じまし

た。同時に、子どものための条約なのに、なぜ自分

は今まで知らなかったのか疑問に思いました。 

中学校の生徒手帳に「子どもの権利条

約」を掲載してほしいと、市の教育長に

提言。翌年から、今川さんの母校の生徒

手帳に「子どもの権利条約」が掲載され

ることになりました。 

バラ☆フレ（中学生のグループ） 

「発達障がい」というと、よくわからないという声

や、あまり良くないイメージがあると思います。そ

れを当事者の中学生で変えていきたい、知らせてい

きたい、という気持ちでグループを結成しました。

なお、発達障がいの表記は、グループで話し合って

「がい」の文字にひらがなを使用しています。 

発達障がいをポジティブに捉え、理解を

深めてもらうため、発達障がいに関する

オンラインイベントを開催したほか、子

どもの権利について活動・発信していま

す。グループの SNS を開設し情報を発信

中です。Insutagram：@variefrie 

箱田晴大さん（高校２年生） 

貧しくてきれいな水を飲めない子どもが世界にいる

こと、日本でも経済的な理由や家庭環境によって、

自分の夢や進学をあきらめなければいけない子ども

がいることはおかしいと思う、なんとかしたい！ 

ケニアの井戸建設のためにクラウドファ

ンディングをしたり、鈴木武蔵選手にご

協力いただき、大阪の養護施設にいる子

どもを無料でサッカー観戦に招待したり

しました。 



 

植岡 優里奈さん・田中 菜乃さん（高校 3 年生） 

子どもの権利は子どものことだから、もっとみんな

が学校で学ぶ機会が増えないかな？ 学校の先生は

子どもの権利の内容についてちゃんと知っている

の？ 

義務教育のなかで子どもの権利について

しっかりと学ぶ授業をしてほしいと、「学

習指導要領に関する提言書」を作成しま

した。自治体や文科省に提出する予定で

す。 

FTCJ 熊本グループ 

子どもを貧困から助けるため、子どもにもできるこ

とをしたい！そんな思いで当時 14 歳の津田美矩さ

んが 2002 年に設立。以後、理念に共感した熊本の

中高生が活動に参加しています。 

フィリピンの人身取引の問題を伝えるた

め被害にあった子どもの声を七夕の短冊

で紹介しつつ募金を集めたり、児童労働

や気候変動を考えるワークショップを実

施したりしました。 

海洋プラキーホルダープロジェクト（高校生・大学生の

グループ） 

世界で増え続けている海洋プラスチック問題、この

ままだと、2050 年には魚より海洋ごみの量が多くな

ると言われていてとっても心配です。 

海洋プラスチック問題について知らせる

ためのイベントをしたり、プラスチック

ゴミを拾い、アクセサリーを作って販売

したり、収益を環境団体に寄付をしたり

しました。 

桃山学院高等学校 School By School（クラブ）  

フリー・ザ・チルドレン創設者クレイグの来校をき

っかけに、「子どもにも変化を起こす力がある」こ

とに賛同した高校生から、教育を受けられない世界

の子どもたちを助けたい！という声があがり発足。 

フィリピンやインドの子どもたちが教育

を受けられるよう募金を集め学校を建

設。また、東日本大震災で被災した地域

や大阪の無料塾でのボランティア活動な

どにも取り組んでいます。 

大阪暁光高等学校 FTC 部 

「子どもは助けられるだけの存在ではなく、変化を

起こす担い手である」という FTC の理念を大切にし

て部活がスタート。その理念に共感した高校生が興

味のある社会問題に声をあげています。 

募金活動をしたり、国内外の社会問題に

ついて調査し、その内容を発表したりし

ました。校内ではバレンタインに合わせ

てフェアトレードの材料でお菓子を作

り、販売する活動等もしています。 

National World Committee (加藤学園暁秀中等学校・

高等学校内ボランティアクラブ) 

無意識にさまざまな差別や偏見が日常生活で起こる

のはなぜだろう、差別や偏見をなくしたい！ そん

な想いから学校のクラブで活動をしました。 

ジェンダー不平等をなくすため、学校内

でディスカッションや性的マイノリティ

に関する情報を発信している松岡宗嗣さ

んの講演会を開きました。また、教職員

を含む学校全体に対してアンケートを取

って、結果を公開して性の多様性につい

て考えました。 



 

子どものアクション メディア掲載等 

 

中学生が、子どもの権利に関して手紙を書き、意見交換会が実現 

 

 

→ 

 

 

 

 

 

 

 


